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令和６年８月２２日（木） 

 

【研究主題】 

確かな知識・技能を高める発展的な学び 

～対話的な学びを意識した学習を通して～ 
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１ 研究主題，仮説について 

（１）研究主題 

 

 

 

 

（２）主題設定の理由 

    学習指導要領では、理科の目標で示されている「理科の考え方」について、児童が問題解決の過程に

おいてどのような考え方で思考していくかについて「比較する」「関係付ける」「条件を制御する」「多

面的に考える」などといった「考え方」として整理することができる、としている。 

その中で、「多面的に考える」ことについて、 

 「多面的に考える」とは、自然の事物・現象を複数の側面から考えることである。具体的には、問

題解決を行う際に、解決したい問題について互いの予想や仮説を尊重しながら追究したり、観察、実

験などの結果を基に、予想や仮説、観察、実験などの方法を振り返り、再検討したり、複数の観察、

実験などから得た結果を基に考察をしたりすることなどが考えられる。 

   と述べられている。 

そこで、単元の学習を学び終えた段階で、獲得した原理や法則をもとにした発展的な学びの場を設定

することで、「どのように役立っていたのか。」「新たに生まれた疑問を解決したい。」「学んだことを生

活に生かしたい。」など、児童が学んだことを「多面的に考える」ようになることを期待している。 

その際に対話的な学びによる学習形態を工夫することによって、児童自らが意識的に学んだことを活

用するようになり、確かな資質・能力の育成につながると考え、研究主題を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）研究仮説 

獲得した原理や法則を根拠として活用する場面を設定し，対話によって新たな問題を解決していけば，

確かな知識・技能を高めることができるであろう。 

 

確かな知識・技能を高める発展的な学び 

～対話的な学びを意識した学習を通して～ 

単元の学習で身に付けた事物・現象の原理・法則 

＜基礎的な知識・技能＞ 

【対話的な学びによる解決】 

◎ジグソー学習を取り入れることで、自主的、積極的

に学習に参加することができるようにする。 

【発展的な学びの場の設定】 

◎学んだことを生かして、身の回りの事象について考える。 

（新たな問題を解決する、仕組みを解き明かすなど） 

＜学びの意義や有用性の実感＞ 

＜生きて働く知識・技能＞ 

 



 

２ 研究の実際 

 ４年生の水に関する単元での学習「雨水のゆくえ」「ものの温度と体積」「すがたを変える水」にお

いて、獲得した知識をもとに、身の回りで起こる水に関する現象を児童自身が説明できるように、グループで

話し合った。 

【水のひみつ：「雨水のゆくえ」の学習より】 

○水は空気中に出ていく。 

○水が水面や地面などから、目に見えないすがたに変わったものを「水じょう気」という。 

○水じょう気に変わって空気中に出ていくことを「じょう発」という。 

○ふたをしたものの内側に水がついたのは、「じょう発」して水じょう気になった水が、ふたたび、目に見え

るすがたの「水」になったからである。 

○空気中には、水じょう気がふくまれている。 

○空気中の水じょう気が、冷たいものにふれて、表面で水になることを「結ろ」という。 

 

【水のひみつ：「ものの温度と体積」の学習より】 

○水はあたためられると体積が大きくなり、冷やされると体積が小さくなる。 

 

【水のひみつ：「すがたを変える水」の学習より】 

○水を加熱すると湯気が出る。 

○湯気は小さな水のつぶである。 

○「ふっとう」している水の中から出ているあわは「水じょう気」である。 

○水は熱し続けると温度が上がり、１００℃くらいになるとふっとうする。 

○ふっとうしている間は水の温度は変わらない。 

○水は冷やし続けると温度が下がり、０℃になるとこおり始め、水がこおり始めてから、全部の水が氷になる

まで、温度は０℃のまま変わらない。 

○全部の水が氷になると、温度はさらに下がっていく。 

○水が氷になると、体積が大きくなる。 

○水は温度によって、水じょう気や氷に変わる。 

○水じょう気は目に見えない。 

○水じょう気のようなすがたを「気体」という。 

○水は目に見える。 

○水のようなすがたを「えき体」という。 

○氷はかたまりである。 

○氷のようなすがたを「固体」という。 

○水は温度によって固体、えき体、気体とすがたを変える。 

 

 

★身の周りにある「水」に関係する事象を提示し、それを検証する実験を行った。 

 ①電子レンジでパンを温めたとき、パンの袋がふくらみました。また、それはなぜだと思いますか。 

②なべ料理をしてふたを開けたとき、なべのふたのうらに水てきがついていました。それはなぜだと思い

ますか。 

 ③こおらせてはいけないペットボトルがあります。それはなぜだと思いますか。 

 ④メガネをかけている人が寒い日にマスクをして歩いていると、メガネがくもりました。それはなぜだと思

いますか。 



 

◎授業の流れ（ジグソー学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎学習の様子 

写真など  実験の様子など  

実験①電子レンジにパンの袋を入れたときの様子  

  

・パンに含まれる水の体積が増え、袋がふく

らむ様子を見ることができた。  

・加熱しすぎるとパンの袋が破裂するが、児

童は温度によって体積が増えていることを

確認することができた。  

実験②なべ料理をしてふたを開けたとき、なべのふたの裏に水てきがついているときの様子 

  

・蒸発した水が水蒸気になり、ふたに移動した

様子を確認した。  

・家庭科室にあった透明の炊飯用の鍋を使っ

た。ビーカーの水を加熱して袋に水蒸気を

集め、くもる様子を見せた学校もあった。  

実験③ペットボトルをこおらせたときの様子 

  

・水を凍らせて体積が増える様子を確認した。

「凍らせたペットボトルの方が背が高い。」

と気付く児童もいた。  

・ペットボトル内の液面の位置が上がってい

たのを確認できた。  

実験④メガネをかけている人が寒い日にマスクをして歩いていると、メガネがくもる様子 

  

・吐いた息と気温との温度差で、メガネが結

露することを説明していた。  

・マスクをした状態で安全メガネを付け、く

もる様子を確認した。児童は、わざと荒い

呼吸をして曇らせていた。  

 

 

 

 

発展的実験① 

ＡＢＣＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループＡ 

Ａ①Ａ②Ａ③Ａ④ 

 

 グループＢ 

Ｂ①Ｂ②Ｂ③Ｂ④ 

 
グループＣ 

Ｃ①Ｃ②Ｃ③Ｃ④ 

グループＤ 

Ｄ①Ｄ②Ｄ③Ｄ④ 

発展的実験② 

ＡＢＣＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展的実験③ 

ＡＢＣＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展的実験④ 

ＡＢＣＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループＡ（話し合い） 

Ａ①Ａ②Ａ③Ａ④ 

 

 グループＢ（話し合い） 

Ｂ①Ｂ②Ｂ③Ｂ④ 

 

グループＣ（話し合い） 

Ｃ①Ｃ②Ｃ③Ｃ④ 

グループＤ（話し合い） 

Ｄ①Ｄ②Ｄ③Ｄ④ 



 

＜児童の変容をどうとらえるか＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※授業前・発展的な学びの実態調査をすることで、児童の変容をみる。内容は以下の問いを

行うことで、評価する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜実態調査＞                          ＜実態調査＞ 

児童の変容 

 授業前  
教科書での知識・身

に着けるべきこと 
 

発展的な学び 

＜評価の観点＞ 

 

◎基礎的な知識・技能が書かれてい

るか。 

①体積の変化   

②ふっとう 

③100℃くらいでふっとう 

④0℃になるとこおる。 

⑤気体・えき体・固体 

⑥水じょう気 

 

これらを個数で集計し

変容をみていく 



 

３ 結果 

★児童がワークシートに記入した言葉の中で、既習内容（水のひみつ）に関連するワードをまとめる。 

 

実験①電子レンジにパンの袋を入れたときの様子  

 【記入例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

実験②なべ料理をしてふたを開けたとき、なべのふたの裏に水てきがついているときの様子 

【記入例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水蒸気１０ 

・水６ 

・温まる４ 

・体積２ 

・蒸発１ 

・気体１ 

・くもる１ 

・湯気７ 

・水滴７ 

・水蒸気６ 

・冷やされる６ 

・沸騰４ 

・蒸発３ 

・あわ２ 

・温まる１ 



 

実験③ペットボトルをこおらせたときの様子 

【記入例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
実験④メガネをかけている人が寒い日にマスクをして歩いていると、メガネがくもる様子 

【記入例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体積が大きく

なる９ 

・背が伸びる４ 

・水蒸気４ 

・結露３ 

・上に行く３ 

・水滴２ 

・冷やされる１ 

・目に見えない１ 



 

★児童の変容を見るワークシートから関連したワードを比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★事前と事後の実態調査を比較する。 

①【水を温めると水の様子はどのように変わると思いますか。】 

 授業前 発展的な学びの後 

「100℃」 １１％ ５０％ 

「水蒸気」 ２２％ ４１％ 

「ふっとう」 ４１％ ８３％ 

「気体」  ６％ １１％ 



 

②【水を冷やすと水の様子はどのように変わると思いますか。】 

 授業前 発展的な学びの後 

「0℃でこおる」  ６％ ８３％ 

「体積が増える」  ６％ ３３％ 

「固体」 ２２％ ２２％ 
 

４ 考察 

・これまでの学習で得た知識を積極的に使おうとする児童が増えた。 

・複数の実験をもとに対話的な学びを行ったことによって、事後のアンケートで多面的

な回答が多くみられるようになった。 

・学習した内容を生かし、水の様子について学習した語句を使って表現することができ

た。 

 

 

５ 成果と課題 

（１）成果 

   ・４年生で水に関する単元全体を通して、学習した語句を使って発展的な学びで行った事象を説

明することができた。 

・「発展的な学び」を行うにあたって、時間数が増加してしまうため実施しにくいという問題点

があるが、ジグソー学習を取り入れることで 4つの実験を 1単位時間の中で実施することがで

きた。 

   ・身の回りで経験できる（したことのある）事象で、学んだことを生かして説明できるような実

験を行うことで、自主的にワークシートに言葉を書き込んでいた。自分のグループに戻って説

明しなければならないため、友達と協力しながら積極的に内容をまとめていた。 

 

（２）課題 

   ・児童の変容を見るためのアンケートを取る回数を減らしたため、効果の検証が不十分となって

しまった。 

   ・ジグソー学習で、自分が行った実験については理解が深まったと考えられるが、友達の説明を

聞いてどれだけ理解できたのか検証できればよかった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


